
機能複合化検討図（例） 
 

中高生の居場所 

子供のフリースペース 

・多目的スペース 

・サロン（おしゃべりサロン） 

・地域交流スペース 

・ホール 

キッチン 

誰でも相談できる場所、 

来られる場所 

暮らしの保健室 

テンミリオンハウス 

子育てひろば 一時預かり 

・保育園 

  老人福祉センター 

カンタキ 

通所 
訪問 

ショートステイ 

マギーズ東京 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療機関(診療所等) 

市の各窓口・その他機関 

担い手をどうするか 

どういう空間、頻度、運営イメージ

か 

担い手をどうするか 

どういう空間、頻度、運営イメージ

か 

コミセン親子広場、0123 との

役割分担をどう考えるか 

どういう空間、頻度、運営イ

メージか 

飲食店は不可 

別の位置づけが必要 

障害者の視点 

ニーズが実態として把握し

切れていない 

担い手をどうするか 

＋トレーニングルーム 

＋プレイルーム 

機能Ａ × 機能Ｂ × 機能Ｃ 

外国人の視点 

× 機能Ｄ ＝ 
多世代交流の促進 

誰もが気軽に立ち寄れる 

採算性の問題か

ら訪問看護をす

る場合に必要な

駐車台数をどう

するか 

・人材確保、育成 

・スペースの有効活用 

・他の施設との連携 等 

＋ 

令和元年 10月３日 

武蔵野市吉祥寺東町１丁目市有地利活用検討委員会 

資料３ 

つなぐ 

外部的要素の視点 

（防災・バーベキュー・庭 

松の木・駐車場・駐輪場） 

機能の掛け算（複合化） 

【参考】検討・議論の視点となるキーワード（武蔵野市第六期長期計画計画（案）より抜粋） 

●「まちぐるみの支え合いの仕組みづくり」 

●地域住民による自主的な活動をするための場所の確保、運営を担う人材の発掘・育成 

●全世代・全対象型の包括的な支援体制、地域共生社会の実現 

●保健・医療・介護・福祉分野の多職種連携、全世代に対応した重層的な相談支援のネットワークの強化 

 
今までの議論を補完する視点 

機能のつながり 

 


